平成２６年度 第１回 尾道市公立大学法人評価委員会 議事要旨

日　時：平成２６年７月４日（金）１０時００分～１２時１０分

場　所：尾道市役所５階 委員会室
出席者：尾道市公立大学法人評価委員会　堂本委員長、今岡委員、高橋委員、豊田委員

　　　　　　　　　　　　　 　 事務局　戸成総務課長　岡庶務係長　小田原主任

　　　　公立大学法人尾道市立大学　中谷理事長、塩川理事、井上理事、
永田企画広報室長、土岸室長補佐
欠席者：宜名眞委員（議題等に対する意見を事前提出）
報告事項：１　公立大学法人尾道市立大学平成２６年度年度計画について
議　　題：１　平成２５年度業務実績評価について

　　　　　２　平成２５年度財務諸表及び利益処分に関する意見について

　　　　　３　その他

【報告事項】
１　公立大学法人尾道市立大学平成２６年度年度計画について
公立大学法人尾道市立大学平成２６年度年度計画について大学が報告を行った後に次の意見が出された。

	（委員）　平成26年度は、中期計画の中間年にあたり、平成２７年度の認証評価機関からの評価を意識した年度計画の策定と具体的なデータに基づく大学の自己評価が必要となってくる。

　　　　　平成26年度の成果として代表的なものがあげられるよう取り組んでいただきたい。

	第４　教育研究等の質の向上に関する目標
１　教育の質の向上に関する目標
（委員）　教員の学生に対する取組みは十分なことが行われているが、評価書を見ると学生が付いて来ていない状況が見て取れる。目に見える成果をあげるためには、学生を巻き込むための活動が必要ではないか。

	⑴　質の高い教育課程の編成
（委員）　育てたい学生の姿が見えるカリキュラム編成が必要になる。尾道市立大学の小規模校である特長を生かした、突出したものでも良いと思う。

	⑷　学習効果向上のための環境整備
ウ　情報インフラ整備

	（委員）　費用が掛かることではあるが、経済・経営のデータを教員・学生が活用できる取組みをしてみてはどうか。
　　　　　電子ジャーナルを導入し、研究室から教員・学生がアクセスできるようにすることにより、研究や論文作成に役立ててみてはどうか。

	２　研究の質の向上に関する目標

⑴　研究の活性化
（委員）　科研費申請への取組みについては努力をされているが、採択に結びついていない。成果をあげるための取組みが必要では。

	第５　地域貢献及び国際交流に関する目標
２　国際交流に関する目標
　　⑵　体制整備
（委員）　他の大学では、留学費用ついて後援会から支援が受けられる制度がある。

支援制度の拡充について検討してはどうか。


【議　　題】
１　平成２５年度業務実績評価について
大学から、業務の実績に関する報告書について説明、事務局から業務の実績に関する評価結果（素案）について説明の後に、次の議論があった。

	（委員）　大学から見た自己評価と、事務局側から見た評価で異なる評点となったものは無いか。

（事務局）大学に内容の確認をし、達成度を確認した結果、平成25年度の評価について異なる評点は無い。

	第４　教育研究等の質の向上

　１　教育の質の向上に関する目標
　　⑵　幅広い視野と豊かな人間性を持ち、国際的に通用する人材の育成
（委員）　中期計画①で、単位認定者数を増加させるとなっているが、キャリア支援の観点からも、TOEICの獲得点数の上位者を表彰し、副賞を授与する制度を設けてはどうか。
導入することにより、学生の意欲が上がり、獲得点数が高くなる。

　　　　　また、企業からしてみればTOEICを730点以上獲得していれば即戦力で英語が使える社員とみなされることから、就職にも役立つ。
　　　　　副賞の財源については、後援会から支出して好評を得ている例もある。

	　⑺　大学院教育
（委員）　大学院教育に、特徴を持たせても良いのではないか。

	付属資料

（委員）　オープンキャンパス・大学説明会参加者の入学率の割合が低い。滑り止めで受験している印象を受けるが大学はどの様に受け止めているのか。

（大学）　入学者全員から回答を得れば、もう少し入学率の割合は向上すると思われる。本校の大多数を占める経済情報学部はセンター試験の結果を受け、志願をされる傾向がある。日本文学科、美術学科については、学科の構成的にも特色があるので本学を志願される方が多い。

	２　研究の質の向上　⑴研究の活性化
（委員）　研究の助成制度を試行したとあるが、どの様な内容か。
（大学）　業績評価について試行しており、科研費の交付を受けた者について、優良な研究を行う者として評価し、追加助成を行った。
（委員）　外部資金の獲得については、金額は増えているが件数は増えていない。特定の教員の獲得金額が増えたということか。

（大学）　平成24年度は、受託研究を１件ずつ個別に受注していたが、平成25年度は、発注者が年間契約を希望されたため１契約を1件とした。そのため件数が減少した。

（委員）　件数を増やすということは、底辺を増やす、芽を作ることで非常重要である。

　　　　　科研費の採択は年度により変わることもあると思われるが、応募自体が教員の4人に１人しか行われていない。応募していない教員はどうやって研究費を確保しようとしているのか。自分の研究を外部的なサポートを得て進めようというプランを持っているのか疑問である。

　　　　　応募すれば実績が内部にも外部にも残り、そこから次のステップに進める。

	　３　学生への支援に関する目標
　　⑵　学生生活の支援
（委員）　異なった中期計画に対して、年度計画、自己評価が同じ内容で記載されているものがある。このことについては、整理が必要ではないか。

	第５　地域貢献及び国際交流に関する目標
　１　地域貢献に関する目標
（委員）　経済情報学部の地域貢献が肌で感じられないと思っていたが、小川先生の「街中ゼミ」に参加して、経済情報学部の学生も頑張って取り組まれていることが分かった。しかしながら、美術学科の方が目に見える形で地域貢献を行っていることが多い。これからの活動に期待したい。

（委員）　サテライト施設については、いつ頃から使用できるのか。また全学部が使用できるのか。

（大学）　８月から９月にかけて完成予定である。全学的に使え地域貢献にも利用できるサテライト施設と考えている。また、市民利用も併せて検討している。

	　２　国際交流に関する目標

　　⑴　国際交流の推進
（委員）　シドニー大学への短期留学に５名の学生が参加したとなっているが、定員は何人で５名の参加なのか。

（大学）　現在、ポートランド州立大学、シドニー大学、首都師範大学へ春・夏の長期休暇の時に行っている。後援会からの支援を得て、各大学６名程度の助成金を予算化している。

　　　　　社会情勢等により、平成25年度は首都師範大学への応募は無かったが、平成24年度は５名が短期留学している。

平成26年度は、３名が首都師範大学へ、５名がポートランド州立大学へ短期留学を行う。シドニー大学については来春になるので、秋から募集を行う。台湾との交流もこれから進めていき、短期留学については拡大していきたいと考えている。

（委員）　美術学科の学生の留学者数が多いのかと思っていたが、資料を見ると、全て経済情報学部の学生となっている。美術学科の卒業生で、留学を計画している人を知っているが、在学中でも興味が湧くように留学の支援をしていただきたい。

	第６　業務運営の改善及び効率化に関する目標
（委員）　全体評価で外部資金の獲得については金額だけが2.7倍の記載となっている。件数を増やしてほしいということからも、件数を併記してほしい。

（委員）　文部科学省の大学改革推進プログラム「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」について、産業界のニーズというのは時代とともに変化があり、どういう内容で評価をされているのか教えていただきたい。

（大学）　産業界のニーズという表現は、文部科学省の補助メニューとしての表記である。この事業は、就業力育成支援事業から引き続きの補助事業としての側面があることから、就職した後の実践的な力を学生につけさせる教育を行うことを支援する補助事業である。

　　　　　企業のニーズに沿った学生を育てていくために、基本的にはキャリア教育を推進することとしている。
（委員）　いくつかの大学が連携して行った補助事業なのか。尾道市立大学として何をメインで担当をしているのか。

（大学）　中四国の大学が連携して行った補助事業であり、尾道市立大学としては、キャリア形成についての会議や、キャリア教育についてのフォーラムを行った。

（委員）　尾道は、商業活動で発展した背景を持っている。そこに関わった企業家を引き出して、尾道の特色あるキャリア教育を取り組まれたらよい。

（委員）　芸術文化を尾道で学ぶ意義は感じているが、商都尾道で経済を学ぶ意義を感じて尾道市立大学を受験している人は少ない。そういった学生を増やしていかないと滑り止めの大学となってしまう。そこの改革は進めてほしい。

（委員）　尾道の文学と芸術を支えているのは経済である。経済が続いているから、両輪で文化が栄えていることを学んでほしい。

	第７　財務内容の改善に関する目標
（委員）　財務内容とは教育内容を充実して、授業料を納付してもらうということが前提になるので、入学金や授業料の前年度比はどの様になっているのか。2～3年分の比較表を作成してほしい。

（大学）　昨年度に比べ、入学金は200万円の増、授業料は1,100万円の増、検定料は300万円の増となっている。
（委員）　外部資金の獲得には、科研費の申請件数を増やすことが一番だとは考えるが、採択率が高いのか低いのか教えてほしい

	（大学）　採択率が低いとは考えていないが、申請者数が増えれば採択率は下がってくると考えられる。

（委員）　寄付金が増加しているが、短期的なものか毎年定期的なものか。継続的に寄付をいただける取組みを行ってほしい。

（大学）　パンフレット等を作成し企業に寄付をお願いした。第1回目の寄付ということや、瑠璃ライオンズクラブからの寄付により、大林信彦監督の記念講演を行ったことなどから、平成25年度は寄付金が増額した。

（委員）　経費の抑制、予算執行の弾力化とは何か。予算自体を抑制したことはないのか。

（大学）　長期契約で経費の抑制を行っている。複数の予算科目をまとめて契約をすることで予算の抑制に取り組んでいる。

（委員）　新電力の導入とは何か。
（大学）　入札を行うことにより、競争原理が働き、安価な金額で電力の供給を受けられるということである。


２　平成２５年度財務諸表及び利益処分に関する意見につて

大学から、財務諸表及び利益処分について説明を行った後に、次の意見が出され、財務諸表及び利益処分については全会一致で承認された。

	（委員）財務諸表及び利益処分については承認してよいと考えるが、利益処分における剰余金の使途については、「尾道市立大学の特色ある取組みに使用してほしい」と意見書にコメントを付け加えていただきたい。


３　その他

次回会議は、７月２３日（水）に開催することを決定した。
資料１
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